
女性の活躍がなぜ必要なのか?

少子高齢化による将来的な労働人口の減少が懸念されています。働きたい人が性別に関係

な く 、  能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現は、 こういった懸念を解消してい

く こ と につながるといわれています。 そこで鍵となるのが 「女性の活躍」 です。

女 性 活 躍 推 進 に よ る メ リ ッ ト

勤務年数が長く なり 、 ノ ウ ハ ウ が 蓄 積 さ れ る

2 人材の確保がしやすい

3 多様な価値観や発想によ る商品開発やサー ビスに つながる

あま市人権推進課の

家事等実践講座

「男性のための料理教室」

や「親子で日曜大工」など、

性別役割分担意識を解消す

る こ と を 目 的 と し て 様々な
講座を行っています。

実話から生まれた女性活躍

の物語やL G B Tに関する

映画の上映会を実施してい

ます。

高校生と大人たち、

あま市で暮らす市民記者が取材しました

男女共同参画川柳 各 種 セ ミ ナ ー ・講座

職場での

花から柱に

なった母

(平成28年度作品)

男女共同参画に関する川柳

を募集し、 優秀作品を啓発

品として活用しています。

「あま市川柳作品」 で検索

してください。

昨年に続き、情報誌の取材をして記事を書いたのは8人の市民記者のみ

なさん。 五条高校、 美和高校に通う高校生とあま市在住の大人たちがお

話を聞きました。 取材前にはプロの記者による講座も実施。 市民のみな

さんが素敵だと感じた等身大の声で作られた情報誌です。

各種セミナーや講座を開催

しています。(平成28年度

プチ起業セミナー、 平 成 2 9

年度「私の歩んだ道から子

どもの宣困問題を考える」)
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家族から学ぶ職人の在 リ方
七宝焼職人の家系に生まれ、 幼い頃からいつも七宝

焼は身近にありました。あま市七宝町の職人が年々

減り、七宝焼がなくなるかもしれない状況に危機感

をおぼえ、職人になる決意をしました。技法は祖父、

父、母から教わってきました。両親は既存の製作法

や図柄にとらわれず、 新しい作品に挑戦し続けてい

る 職 人 で す 。 家 族 が 示 し て く れ る 職 人 と し て の 在 り

方に l童れを抱きながら、 職人として修行を重ねてい

ます。

様々な仕事を経験してきた道のり

東京の大学を卒業した後、七宝焼職人になろうと決

め る ま で に 、 接 客 業 、 イ ベ ン ト 運 営 な ど 、 い く つ も

の 仕 事 を 経 験 し ま し た 。 歌 手 と し て ス カ ウ ト も さ れ

て 、 今 も 職 人 と し て 作 品 を 手 掛 け な が ら 、 ラ イ ブ 活

動を行なっています。 知 ら な い 世 界へ積極的に飛び

込んで視野を広げてきたからこそ、 将来の選択肢が

広 が り ま し た 。 さ ら に 、 い ろ い ろ な 人 の 考 え を 客 観

的に受け止められる柔軟さも身についたと思います。

七宝焼を広げて い く  ために

良い物を作れば買ってもらえる時代とは違い、 職人

も積極的に情報を発信しなくては、作品の魅力を知つ

てもらえません。田村七宝工芸のホ ー ムペ ー ジのリ

ニュ ー アル、SNSの活用などPRに力を入れていま

す。若者も手にしやすい七宝焼ジュエリ ー も始めま

し た 。 職 人 技 の ク ォ リ テ ィ ー はそのままに、今受け

入れてもらえる七宝焼の形を模索しています。

【プロフィ ー ル】 あま市の伝統工芸七宝焼の職人。 田村七宝
た む ら た け ま さ  一

工芸四代目・田村丈雅の娘。独自の七宝焼ジュエリ ー ブフ

ンドを立ち上げる。職人をしながら歌手としても活動して

いる。(田村七宝工芸HP http://tamura -shippo.com)
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人 と のつ な が り を大切に

』 横山さんの兀気のワンポイント
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よ こ や ま  り ゅ う こ

横山 龍子 さ ん

障 が い 者 ス ポ ー ツをサポ ー ト

スポ ー ツ を 通 し て 障 が い 者 の 成 長 を お 手 伝 い し て い ま す 。

障がい者スポ ー ツに携わるきっかけは、 「全盲の走る歌姫」
う え だ わ か な

として全国で活躍している上田若活さんの伴走を依頼され

た こ と で し た 。 未 経 験 の 役 割 に 少 し 不 安 も あ り ま し た が 、

一生懸命でまっすぐな姿に心を打たれ、 自 然 と 打 ち 解 け て

い き ま し た 。 彼 女 と の 交 流 で 、 改 め て 人 と の 関 わ り や 助 け

合 い の 大 切 さ を 学 ん だ ん で す 。 も っ と 多 く の 人 の 背 中 を 押

したいと熱が高まり、 サポー ト方法の勉強を続けています。

運動の楽しさを教える

子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 、  み ん な が  「スポ ー ツ は 楽 し い ! 」

と 感 じ ら れ る 場 づ く り を し て い ま す 。 走 る の が 好 き な 仲 間

が 集 ま る 「あ ま ラ ン ナ ー ズクラブ」 を 運 営 し た り 、 小 さ な

子向けの 「キッズクラブ」 で 体 を 動 か す 面 白 さ を 伝 え た り

し て い ま す 。 上 手 下 手 を 気 に せ ず 、 遊 ぶ よ う に 運 動 す る と

い う 感 覚 を 知 つ て ほ し い と 考 え て い ま す 。  そんな活動でま

ちに楽しみを広げていきたいです。

世界記録を日指して

今後の目標は、 8 0 歳 で 4 人  x 4 0 0 m の マ イ ル リ レ ーの世界

記 録 を 出 す こ と 。 2 年 前 、 怪 我 を し た 時 に 8 0 代 の 現 役 ラ ン

ナ ー の女性から 「こ の 歳 ま で 走 れ る 体 を つ く り な さ い 。 8 0

歳 の ラ ン ナ ーが 4 人 揃 え ば 世 界 記 録 を 出 せ る わ よ ! 」 と 言

わ れ ま し た 。 焦 ら ず 無 理 せ ず 、 年 齢 に 合 う ト レ ー = ングを

し て ず っ と ス ポ ー ツを楽しみたい。 いろいろな大会に参加

す る と 、 学 生 時 代 の ラ イ バ ル と の 再 会 も あ り ま す 。 い く つ

に な っ て も 励 ま し 合 え る 仲 間 と 走 れ る の も 楽 し み の ひ と つ

ですね。 30年先の目標を目指して、 まだまだ走り続けます。

【プロフィ ー ル】 中学時代から走ること 一筋。 陸上に打ち込み続け

てきた。大学の体育科卒業後、小中学校で教員として動務。現在、

あま市内の小学校のスク ー ルサポ ー タ ー を務め、 キ ッ ズ ク ラ ブ 指

導 者 、 あ ま ラ ン ナ ー ズクラブの運営など、幅広い世代に運動の楽

しさを伝える活動に携わっている。

80歳でマスタ ー ズ世界記録 ! 大きな目標を胸に日々継続

市 民 記 者 の ヒ ト コ ト

と っ て も パ ワ フ ル な

横 山 さ ん と 一緒 な ら

スポー ツ が も っ と

楽 し く な り そ う 。

き っかけは地域の方とのつながり

ある時、 近所のひと リ暮らしの尼イ曽様が病気になり、 看病

す る こ と に な り ま し た 。 介 護 を す る 中 で 、 不 慣 れ な こ と も

あ り 腰 を 痛 め て 困 つ て い る と 、  JA海部東の方に 「ヘルパー

の 資 格 を 取 ら な い ? 」 と お 話 を い た だ き ま し た 。 渡 り に 船

とヘルパー 2級を取得。その後、20年お世話をさせていた

だ き 、 安 ら か に 見 送 る こ と が で き ま し た 。 こ う し た 地 域 で

のつながりからスタ ー トした経験が私自身の勉強にもなり、

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 原 点 と な り ま し た 。

家族に支えられ広がった活動

高齢者サロンの運営、 レ ク リ エ ー シ ョ ン イ ン ス ト ラ ク タ ー

� ﾈ 活 動 を し て き ま し た 。 最 近 は 認 知 症 へ の

正しい理解を広めるため、 認知症サポー タ ー養成講座のキャ

ラバンメイトの活動で市内の中学校へ行き 「みづえばあちゃ

ん」 として講師をしています。子どもからお年寄りまで様々
な 方 と お 話 し す る 機 会 を っ く っ て い ま す 。  活動の幅が広が

るにっれ、家庭との両立に悩んだ時期もありました。 けれど、

家 族 と は 話 し 合 っ て 理 解 し て も ら い 、  と く に ず っ と 支 え て

くれた夫には感謝しています。

世 代 を こ え て 親 し い関係を築けるまちに

子 ど も か ら お 年 寄 り  まで、 三 世 代 が ひ と つ に な れ る ま ち に

し た い 。 高 齢 者 サ ロ ン に や っ て き て  「幸せだ」 って言って

く れ た 方 が い ま し た 。 身 近 に 集 え る 場 所 が あ る こ と の 大 切

さ を 感 じ て い ま す 。  息子や娘が離れて暮らしていても、 お

父 さ ん お 母 さ ん の こ と を ご 近 所 さ ん に 「よろしくお願いし

ますね」 と 気 軽 に 頼 め る よ う な お 隣 同 士 の 付 き 合 い が も っ

と あ っ て い い と 思 う ん で す 。 少 し お 節 介 な く ら い の 関 係 性

が生き生きした生活につながると信じています。

【プロフィ ー ル】 「JA海部東なの花の会」 「あ ま ち ゃ ん の 会」 など、

主に高齢者の方を対象とした活動をいくつも運営している。 民 生 ・

児童委員、生活支援コ ー デ ィ ネ ー タ ー、 認 知 症 キ ャ ラ バ ン メ イ ト

な ど 、  地域のつながりづくりに様々な形で関わっている。

、
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多世代の交流で ま ちを元気に

渡追さんの元気

ボランティアがいつしか生きがいのひと つに

民 記 者 の ヒ ト コ ト

明 る く 前 向 き で 、

理解が大きい」 と

) 言葉に温かさを

感じました。

1
/


